
社会技術研究開発センター（RISTEX）　
～社会との協働が生む、社会のための知の実践～

　JST・社会技術研究開発センターは、２１世紀の人類・社会が直面する重要な問題（環境・エネルギー、少子高齢化、安全安心、
医療・介護など）を解決するために役立つ成果を創り出すことを目指して研究開発を行い、生み出される成果や技術を、社会で実
際に有効に活用できるものとして還元することにより、人々の生活を幸福で豊かにすることを目指しています。
　震災直後の２０１１年５月には「東日本大震災対応・緊急　研究開発成果実装支援プログラム」を始動し、６件のプ
ロジェクトが災害復旧・復興に即効性のある研究開発成果を被災地域に実装する活動を行いました。
　また、「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」、「コミュニティで創る新しい高齢社会のデザイ
ン」などの研究開発領域にも被災地を活動拠点とする研究開発プロジェクトがあり、精力的に活動を展開しています。

■塩害農地で菜の花を栽培しながら農地を修復、復興のシンボルに

　このプロジェクトは、東日本大震災で津波被害を受けた被災農家が農業を続けながら農地を修復できるよう、塩害に
強いことで知られる菜の花（アブラナ科作物）の栽培を進め、復興を支援しました。
　宮城県内360ヵ所の農地の土壌調査を基に、農地の塩分濃度に適したアブラナ科作物の品種を選び、雨水による土壌
の修復を行いつつ、栽培。育てた菜の花は5月に満開となり、黄金に輝く農地は復興のシンボルとして大きな反響を呼び
ました。この取り組みは仙台市の復興計画の中に明記され、プロジェクトの趣旨に賛同・協力する企業が増加。育った菜
の花は切花・食用として販売したほか、搾油してバイオディーゼル燃料としても実用化しました。
　現在も活動を継続しており、今年４月には東北大学内に「東北復興農学センター」を設立、継続的な支援と復興を担う
人材の育成を目指しています。

「東日本大震災対応・緊急 研究開発成果実装支援プログラム」 実装責任者：中井 裕(東北大学大学院 農学研究科 教授）

■環境ビジネスモデルの創出により、中山間地域の持続可能性を高める

　このプロジェクトの実装地である岩手県陸前高田市生出地区は豊かな自然に恵まれた中山間地域ですが、林業の衰退
による経済の長期低迷、また森林の自然生態系や水循環の悪化など、地域の持続可能性に関わる重大な問題を抱えてい
ます。そこでこのプロジェクトは間伐による自然生態系の修復と、地域の自然エネルギーを利用した環境ビジネスモデルを
確立し、地域を活性化させることを目指しています。
　具体的には間伐材を製炭した木炭による発電と、水車による小水力発電を促進し、発生させた電力を温室栽培や林業
用充電式重機等に利用することで地域産業を拡大し、雇用を創出する計画です。
地域に古くから伝わる生出窯で製炭した木炭発電と、伝統的な気仙大工の技術を活かした木製水車による発電は始まっ
ており、今後の展開が注目されます。

■安全・安心な沿岸域の街づくりのグランド・デザインを共創する

　宮城県岩沼市沿岸部の６つの集落は、津波により壊滅的な被害を受け、集団移転することになりました。このプロジェク
トは、この移転事業において整備される新しい街のあり方や移転元における千年希望の丘や海岸林の具体化提案につい
て、地域住民を主体とし、行政、NPO、大学、産業界の協働による安全・安心な沿岸域の街づくりのグランド・デザインを作
成しています。
　具体的には、「ひと」と｢コミュニティ｣の力を生かした復興まちづくりの実装のために、ワークショップや沿岸域の聞き取
り調査、伊久根など文化的シンボルの再生活動、多重防御の基本となる沿岸防災林の形成による減災システムの地域的
展開、G空間情報技術の整備による安全・安心な地域形成、地域経済の活性化と安心・安全なまちのリンケージの創造な
どを通じて、「コミュニティ・レジリアンス論」として展開することを目指しています。

「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」研究開発領域　研究代表者：石川 幹子(中央大学理工学部 教授）

■津波堆積物を分析し，歴史的津波の浸水エリアから将来の津波規模を予測

　　このプロジェクトは「東日本大震災対応・緊急　研究開発成果実装支援プログラム」で津波浸水地域の土壌汚染調
査を実施。宮城県を中心に129カ所の土壌を精密調査し、重金属含有量をリスク評価、ヒ素等の有害物質が津波により巻
き上げられ土壌を汚染していることを公表しました。
　この時の調査で大規模な津波堆積物の化学的特徴を世界で初めて明らかにし、今回の活動では従来知られていたより
も内陸に到達していた可能性がある貞観津波（西暦869年）や弥生津波（約2000年前）の正確な浸水エリアを復元し、将来
起こりうる津波の規模を予測することを目指しています。
　また、福島県から仙台平野に流れる阿武隈川下流域の土壌の定点観測も行い、放射性セシウム濃度等を測定、安全性
を評価し、自治体などにデータを提供しています。

「研究開発成果実装支援プログラム」 実装責任者：土屋 範芳(東北大学大学院 環境科学研究科 教授）

「研究開発成果実装支援プログラム」 実装責任者：両角 和夫(東京農業大学 総合研究所 教授）
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（注意）こちらは、　2014年4月27日に仙台国際センターで開催された「復興促進プログラム　特別企画シンポジウム
『未来を創る　東北の力』－科学技術の英知・絆の成果－」（JST復興促進センター）にて展示されたパネルの一部です。
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